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第50回理事会
平成25年度事業計画決まる

　
社
団
法
人
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第
50
回
理
事
会
を
、
平

成
24
年
12
月
12
日
㈬
、
富
山
県
民
会
館
３
０
４
号
室
に
お
い
て

林
俊
信
県
生
活
環
境
文
化
部
長
、
竹
野
博
和
県
文
化
振
興
課
長

を
来
賓
に
迎
え
、
理
事
、
参
事
、
監
事
、
事
務
局
幹
事
な
ど
約

１
０
０
名
が
出
席
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
役
員
の
異
動
案
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
骨

子
に
続
い
て
平
成
24
年
度
事
業
経
過
報
告
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
金
事
業
の
財
源
と
し
て
あ
て
ら
れ
て
い
た
、
関
西

電
力
株
の
平
成
25
年
配
当
金
の
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

関
し
て
、
小
泉
会
長
か
ら
今
後
の
見
通
し
が
説
明
さ
れ
、
詳
細

な
部
分
に
つ
い
て
は
次
回
の
理
事
会
・
総
会
で
提
案
さ
れ
る
旨

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
事
業
と
し
て
、
次
の
案
件
が
審
議
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
は
、
第
19
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展
（
７
月

上
旬
）、
第
62
回
富
山
県
芸
術
祭
（
６
月
〜
26
年
２
月
）、
第
38

回
富
山
県
青
少
年
美
術
展
（
９
月
中
旬
）、
第
36
回
富
山
県
こ

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
月
中
旬
）、
芸
術
文
化
指
導
者
招

へ
い
事
業
、
芸
術
鑑
賞
（
11
月
初
旬
）
を
そ
れ
ぞ
れ
例
年
通
り

実
施
し
、
ま
た
、
例
年
県
立
文
化
ホ
ー
ル
や
新
利
賀
山
房
で
行

う
「
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
」
は
、
25
年
度
は
、
９
月
29
日
㈰
に

富
山
県
教
育
文
化
会
館
で
人
形
劇
公
演
を
、
平
成
26
年
２
月
に

は
、
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
て
「
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」

公
演
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
文
化
団
体
海
外
公
演
事
業
で
は
、
８
月
に
、
こ
ど
も
バ

レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事
業
（
日
中
友
好
交
流
事
業
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
韓
友
好
交
流
事
業
や
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン

美
術
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
サ
ー
グ

国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業
（
７
月
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
他
、
事
業
と
し
て
、
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
３
総
合

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
、
中
央
通
ア
ー
ト
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
及
び
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
例
年
通
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
共
催
事
業
と
し
て
は
、
第
68
回
富
山
県
美
術
展
（
６
月
）、

美
の
祭
典 

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
（
11
月
）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
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平
成
24
年
11
月
６
日
㈫
よ
り
15
日
㈭

ま
で
、
富
山
市
山
田
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
と
や
ま
国
際

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
２
は
、
２
０

０
９
年
に
引
き
続
き
、
洋
画
家
・
藤
井

武
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
も
と
、
富
山
で
２

度
目
の
国
際
美
術
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
前

回
２
０
０
９
年
よ
り
も
多
く
の
、
海
外

７
カ
国
と
福
島
県
か
ら
の
平
面
作
家
ら

11
名
が
富
山
に
招
待
さ
れ
ま
し
た

（【
招
待
作
家
】
参
照
）。 

富
山
か
ら
は

48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
招
待
作
家
は

県
内
の
芸
術
家
ら
と
寝
食
を
共
に
し
な

が
ら
制
作
に
励
み
ま
し
た
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
異
な
る
国
の
異
な
る
美

術
技
法
を
お
互
い
吸
収
し
合
い
、
レ
ベ

ル
の
向
上
を
は
か
る
と
共
に
、
文
化
や

言
葉
の
違
い
を
越
え
て
友
好
を
深
め
ま

し
た
。

ま
た
、
招
待
作
家
の
皆
さ
ん
に
、
よ

り
富
山
に
親
し
み
、
文
化
に
触
れ
て
頂

こ
う
と
、
県
内
各
分
野
の
団
体
が
企
画

し
た
華
道
や
茶
道
、
書
道
の
揮
毫
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
体
験
し
た

招
待
作
家
ら
は
、
異
な
る
文
化
や
日
本

の
美
意
識
に
触
れ
、
創
作
へ
の
良
い
刺

激
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
11
月
13
日
㈫
に
は
、
富
山

で
の
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
参
加
は
今
回
で

２
回
目
と
な
る
ブ
ラ
イ
・
イ
シ
ュ
ト

ヴ
ァ
ー
ン
氏
を
講
師
と
し
て
、
ハ
ン
ガ

リ
ア
ン
バ
ン
ブ
ー
を
使
っ
た
ペ
ン
画
講

座
が
一
般
の
方
々
も
対
象
に
し
て
開
か

れ
、
参
加
者
た
ち
は
珍
し
い
バ
ン
ブ
ー

ペ
ン
を
使
っ
た
絵
画
制
作
を
楽
し
み
な

が
ら
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
に
制
作
さ

れ
た
作
品
は
、
11
月
15
日
㈭
か
ら
11
月

19
日
㈪
ま
で
、「
と
や
ま
国
際
ア
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
２
０
１
２
作
品
展
」（
於
・

富
山
県
民
会
館
美
術
館
）
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
（「
美
術
連
合
展
」
併
催
）。

【
招
待
作
家
】（
敬
称
略
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
タ
ス
マ
ニ
ア
島
）：

ケ
イ
・
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
コ
（
プ
ラ
ハ
）：
セ
ー
ニ
ア
・
ホ

フ
メ
イ
ス
テ
ロ
ヴ
ァ
ー
、
ア
ダ
ム
・
ホ

フ
メ
イ
ス
テ
ル

ハ
ン
ガ
リ
ー
（
ハ
イ
ド
ゥ
＝
ビ
ハ
ー
ル

県
）：
ブ
ラ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
、

ナ
ジ
・
ア
ー
グ
ネ
シ
ュ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）：
ト

リ
ヤ
デ
ィ
・
グ
ン
ト
ゥ
ル
・
ウ
ィ
ラ
モ

韓
国
（
江
原
道
）：
イ
・
ジ
ョ
ン
ボ
ン

（
李
鍾
韸
）、
シ
ン
・
チ
ョ
ル
ギ
ュ
ン（
申

澈
均
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ク
ラ
ク
フ
）：
マ
ル
ギ
ョ

ジ
ャ
タ
・
マ
ツ
コ
ヴ
ィ
ア
ク

ア
メ
リ
カ
（
オ
レ
ゴ
ン
州
）：
ダ
ン
・

ネ
ス

日
本
（
福
島
県
）：
峰
丘

と
や
ま
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
２

―
招
待
作
家 

海
外
７
カ
国
と
福
島
県
よ
り
総
勢
11
名
、
県
内
か
ら
48
名
が
参
加
―

華道体験

茶道体験

書道デモンストレーション

ハンガリアンバンブーを使ったペン画講座

開会式

思い思いに制作に取り組む作家たち

作品展にて
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平
成
24
年
11
月
24
日
㈯
午
後
２
時
よ

り
、
富
山
県
民
会
館
に
於
い
て
、
エ
ン

ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ン
パ
ー
デ
ィ
ン
ク
作

曲
の
オ
ペ
ラ
公
演
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」
を
日
本
語
（
富
山
県
オ
ペ

ラ
協
会
版
）
で
上
演
い
た
し
ま
し
た
。

　
安
念
千
重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も

と
、
演
出
に
加
藤
徹
氏
、
指
揮
に
坂
本

和
彦
氏
を
お
迎
え
し
、
県
内
外
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
県
出
身
の
声
楽
家
の
皆

さ
ん
や
富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
情
感
あ
ふ
れ
る

レ
ベ
ル
の
高
い
舞
台
が
展
開
さ
れ
、
会

場
を
埋
め
た
観
客
ら
を
メ
ル
ヘ
ン
の
世

界
へ
と
誘
い
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
県

オ
ペ
ラ
協
会
少
年
少
女
合
唱
団
、
可
西

舞
踊
研
究
所
、
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

に
よ
る
合
唱
や
バ
レ
エ
も
加
わ
り
、
大

人
も
子
供
も
楽
し
め
る
オ
ペ
ラ
公
演
と

な
り
ま
し
た
。

《
キ
ャ
ス
ト
》

　
横
内
　
桂
子
（
ヘ
ン
ゼ
ル
）

　
四
津
谷
泰
子
（
グ
レ
ー
テ
ル
）

　
山
本
　
一
誠
（
ペ
ー
タ
ー
）

　
碓
井
　
智
子
（
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
）

　
伊
東
　
康
孝
（
魔
女
）

　
金
盛
　
佑
香
（
露
の
精
）

　
村
上
　
育
子
（
眠
り
の
精
）

　
２
０
１
１
年
９
月
に
発
足
し
た
「
富

山
イ
ン
ド
協
会
」（
会
長 

河
合
隆
〈
北

日
本
新
聞
社
会
長
〉）
が
交
流
し
て
い

る
「
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
連
合
会

（
F
I
C
C
I
）」
よ
り
富
山
の
芸
術
文

化
団
体
の
招
へ
い
を
受
け
、
日
本
と
イ

ン
ド
の
国
交
樹
立
60
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
あ
た
る
２
０
１
２
年
の
12
月
14

日
㈮
〜
19
日
㈬
に
、
可
西
舞
踊
研
究

所
、
黒
川
邦
楽
院
な
ど
総
勢
30
名
か
ら

成
る
文
化
使
節
団
を
イ
ン
ド
に
派
遣

し
、
16
日
㈰
、
F
I
C
C
I
オ
ー
デ
ィ

ト
リ
ア
ム
（
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）
に
て
舞

台
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
内
外
で
評
価
の
高
い
可
西
舞
踊
研

究
所
に
よ
る
日
本
の
民
謡
・
民
舞
に
現

代
的
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
創
作
舞
踊

「
響
き
に
舞
う
」
や
、
富
山
が
誇
る
気

鋭
邦
楽
家
・
黒
川
真
理
氏
に
よ
る
繊
細

か
つ
洗
練
さ
れ
た
箏
独
奏
「
闌
拍
子
」

な
ど
を
披
露
し
、
日
本
の
芸
術
文
化
の

魅
力
を
力
強
く
発
信
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
使
節
団
は
、
イ
ン
ド
の

世
界
遺
産
や
寺
院
を
訪
れ
、
イ
ン
ド
の

歴
史
や
豊
か
な
文
化
を
体
感
し
、
知
識

を
深
め
ま
し
た
。

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
２

富
山
県
オ
ペ
ラ
協
会
　
第
２
回
オ
ペ
ラ
公
演

安
念
千
重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

日
印
国
交
樹
立
60
周
年
記
念
事
業

イ
ン
ド
文
化
使
節
団
派
遣
事
業
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【
合
唱
部
門
】

　（
重
松
秀
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
平
成
25
年
１
月
11
日
㈮
〜
14
日
㈪
・
㈷

　
富
山
中
部
高
校
、

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

　
高
岡
・
松
本
ホ
ー
ル

　
講
師
＝
デ
メ
ー
ニ
・
シ
ャ
ロ
ル
タ
先

生
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
コ
ダ
ー

イ
合
唱
団
指
揮
者
）

　
ア
・
カ
ペ
ラ
合
唱
の
訓
練
法
「
コ

ダ
ー
イ
・
メ
ソ
ッ
ド
」
を
ベ
ー
ス
に
、

正
確
な
音
程
の
把
握
や
聴
く
力
の
重
要

性
な
ど
、
合
唱
の
基
礎
訓
練
を
精
力
的

に
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

【
合
唱
部
門
】

　（
重
松
秀
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
12
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
浅
野
深
雪
先
生（合

唱
指
揮
者
）

　
よ
り
よ
い
発
声
の
た
め
の
身
体
の
使

い
方
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
る
た

め
の
心
が
け
な
ど
、
受
講
団
体
の
レ
ベ

ル
や
団
員
構
成
に
応
じ
、
わ
か
り
や
す

い
実
演
を
交
え
精
力
的
に
指
導
し
て
頂

き
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

　（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
12
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

　
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
、

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
マ
ル
チ
ス
タ
ジ
オ

　
講
師
＝
前
田
綾
子
先
生

（
フ
ル
ー
ト
・
東
京
佼
成

ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

　
運
指
や
呼
吸
、ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
の
か

け
か
た
な
ど
、
フ
ル
ー
ト
で
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
を
よ
ど
み
な
く
演
奏
す
る
た
め

の
技
術
を
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
丁
寧
に
指

導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

【
洋
舞
部
門
】

　（
松
下
美
規
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
平
成
25
年
１
月
11
日
㈮
〜
14
日
㈪
・
㈷

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、
黒

部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ラ
ー
レ
、

可
西
舞
踊
研
究
所
高
岡
ス
タ
ジ
オ

　
講
師
＝
イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ク
ビ
ツ
ォ
ヴ

ァ
ー
先
生
（
チ
ェ
コ
・
プ
ラ

ハ
芸
術
大
学
教
授
）

　
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
基
礎
や
、
芸
術
性

に
富
ん
だ
身
体
表
現
法
を
指
導
し
て
頂

き
、
参
加
者
は
舞
踊
技
術
を
高
め
る
だ

け
で
は
な
く
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も

磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

【
日
舞
部
門
】

　（
花
川
吉
蝶
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
平
成
25
年
１
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰

　
県
教
育
文
化
会
館
４
０
３
号
室

　
講
師
＝
関
口
隆
幸
先
生

（
松
竹
衣
裳
株
式
会
社
）

　
日
舞
公
演
で
の
衣
裳
を
担
当
さ
れ
た

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
基
に
、
日
本
舞

踊
の
舞
台
衣
裳
の
代
表
的
な
着
付
け
の

技
術
や
、
役
柄
に
よ
る
着
方
の
違
い
等

を
実
演
・
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
高
度
な
技
術
の
習
得
に
む
け
、

練
習
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
合
唱
・
吹
奏
楽
・
洋
舞
・
日
舞
）

平
成
24
年
度

(合唱部門) 浅野深雪先生

(吹奏楽部門) 前田綾子先生

(合唱部門) デメーニ ･シャロルタ先生

(洋舞部門) イヴァンカ ･クビツォヴァー先生

(日舞部門) 関口隆幸先生
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11
月
19
日
㈪
社
会
福
祉
法
人
毅
行
福

祉
会

　中
加
積
保
育
園
に
於
い
て
、

E
S
P
O
I
R
（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
）
に

よ
る
歌
と
ダ
ン
ス
の
公
演
を
行
い
ま
し

た
。「
お
は
な
し 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
虹

色
の
さ
か
な
』」
や
「
バ
レ
エ
『
眠
り

の
森
の
美
女
』
よ
り 

フ
ロ
リ
ナ
王
女

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
歌
と
ピ

ア
ノ
と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
楽
し
い
舞
台
を
展
開
。「
リ
ズ

ム
で
あ
そ
ぼ
う
！
『
B
I
N
G
O
』」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
和
や

か
な
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
21
日
㈬
の
邦
楽
と
詩
吟
剣
舞
の

公
演
は
、
高
岡
市
立
東
部
公
民
館
で
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
坪
内
隆
悦
氏
（
尺

八
・
唄
）、
本
田
麻
優
美
氏
（
胡
弓
・

唄
）、
桂
博
佳
氏
（
箏
）
が
、「
赤
と
ん

ぼ
」、「
越
中
お
わ
ら
節
」
な
ど
馴
染
み

の
あ
る
計
６
曲
を
演
奏
し
、
観
客
は
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
渋
川

流
剣
詩
舞
道 

菊
帆
会
、
天
蕙
会
、
天

水
会
が
、「
祝
賀
の
詞
」
や
「
山
中
の

月
」、「
青
葉
の
笛
」
な
ど
７
演
目
で
鋭

い
剣
さ
ば
き
や
優
雅
な
舞
い
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
11
月
27
日
㈫
は
、
富
山
県
立
高
志
支

援
学
校
に
て
邦
楽
と
洋
楽
の
公
演
を
行

い
ま
し
た
。
邦
楽
公
演
で
は
、
沢
井
箏

曲
院
（
さ
つ
き
会
）
が
、「
花
筏
」
や
「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
、
い
つ
も
何
度
で
も
、

君
を
の
せ
て
」
な
ど
を
演
奏
し
、
箏
の

世
界
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
公
演

と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

A
r
c
‐
e
n
‐
c
i
e
l
に
よ
る
洋

楽
公
演
で
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
だ
け
で

な
く
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
ソ
ロ
な
ど
各
楽
器
の
魅
力
を
豊
か

に
表
現
し
ま
し
た
。
最
後
の
９
曲
目

「
ふ
る
さ
と
」
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で

華
や
か
に
演
奏
披
露
し
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
㈫
の
声
楽
と
洋
楽
の
公
演

は
、
魚
津
保
育
園
で
行
い
ま
し
た
。
声

楽
で
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
横
内
桂
子
氏
が

「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」
な
ど
７
曲
を
歌

い
上
げ
、
間
近
に
迫
る
ク
リ
ス
マ
ス
の

気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
続
い
て
、

洋
楽
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

グ
ラ
ー
ツ
ィ

ア
は
、「
サ
ン
タ
が
町
に
や
っ
て
く
る
」

な
ど
全
６
曲
を
演
奏
。
曲
間
の
ク
イ
ズ

形
式
の
楽
器
紹
介
で
子
ど
も
た
ち
は
興

味
深
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
横
内

氏
も
加
わ
っ
た
合
同
演
奏
「
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
」
で
は
、
優
美
な
音
色
と
園
児
ら

の
元
気
な
歌
声
が
会
場
を
包
ん
で
い
ま

し
た
。

平
成
24
年
度

　県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

12月18日　魚津保育園

11月27日　富山県立高志支援学校

11月21日　高岡市立東部公民館

11月19日　社会福祉法人毅行福祉会 中加積保育園
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ジ
ャ
ス
タ
・
イ
ン
・
ト
ヤ
マ
　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
公
開
レ
ッ
ス
ン

　
12
月
1
日
㈯

　
富
山
音
楽
院
タ
ミ
ー
ホ
ー
ル

　
12
月
2
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

冬
の
樂
翠
亭
美
術
館
　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　
12
月
6
日
㈭
〜
3
月
16
日
㈯

　
樂
翠
亭
美
術
館

第
38
回
金
沢
美
大
出
身
作
家
　

け
や
き
展

　
12
月
8
日
㈯
〜
12
月
11
日
㈫

　
富
山
県
民
会
館
美
術
館

谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究
所
　

第
10
回
発
表
会

　
12
月
16
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

2
0
1
3
年
こ
ど
も
が
描
い
た
干
支

の
絵
展
覧
会

　
1
月
11
日
㈮
〜
1
月
13
日
㈰

　
㈶
大
谷
芸
術
交
流
館

第
13
回
と
や
ま
青
少
年
伝
統
芸
能
祭

　
1
月
27
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
１
回
P
h
o
t
o
写
楽
展

　
2
月
1
日
㈮
〜
2
月
3
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A

堀
江
真
理
子
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

〜
第
30
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
曲
よ
り
〜

　
2
月
10
日
㈰

　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
12
回
富
山
県
室
内
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

　
2
月
11
日
㈷

　
ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル

　
ラ
ポ
ー
ル

第
49
回
富
山
大
学
合
唱
団

定
期
演
奏
会

　
2
月
23
日
㈯

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
１
回
「
親
守
詩
」
富
山
県
大
会

　
2
月
24
日
㈰

　
富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

第
20
回
春
を
生
け
る

北
日
本
い
け
ば
な
展

　
2
月
28
日
㈭
〜
3
月
5
日
㈫

　
高
岡
大
和
6
階
ホ
ー
ル

富
山
県
邦
楽
協
会

「
春
季
邦
楽
演
奏
会
」

　
3
月
3
日
㈰

　
新
川
文
化
ホ
ー
ル

合
唱
団
樂
音
樹
　
第
３
回
演
奏
会

　
3
月
9
日
㈯

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

東
京
音
楽
大
学
校
友
会
富
山
県
支
部

第
17
回
コ
ン
サ
ー
ト

　
3
月
24
日
㈰

　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

高
岡
御
車
山
祭
協
賛
　
高
岡
茶
会

　
4
月
20
日
㈯
〜
4
月
21
日
㈰

　
国
宝
　
高
岡
山
　
瑞
龍
寺

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

　「
美
の
祭
典
　
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」が
、平
成
24
年
11
月
23
日

㈮
・
㈷
か
ら
27
日
㈫
ま
で
、富
山
県
民
会

館
の
美
術
館
と
展
示
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
取
り

払
っ
た
平
面
と
立
体
の
２
部
門
制
の
本

美
術
展
に
、
今
回
は
平
面
部
門
で
５
７

７
点
、立
体
部
門
で
78
点
、合
わ
せ
て
６

５
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
ジ
ャ
ン
ル
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
４
９
８
点
が
入
選
し
、

平
面
部
門
で
は
、
鈴
木
芽
衣
氏
の
「
象

形
」
が
、
立
体
部
門
で
は
、
宮
﨑
遼
氏

の
「
ハ
ウ
モ
ノ
」
が
大
賞
を
受
賞
し
、

県
知
事
賞
と
北
日
本
新
聞
社
長
賞
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
の
「
創
造
の
魅
力
　
伝
え

る
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
県
水
墨
美
術
館

館
長
の
柳
原
正
樹
氏
、
日
本
画
家
の
髙

島
圭
史
氏
、
ガ
ラ
ス
造
形
作
家
の
渡
辺

知
恵
美
氏
を
迎
え
、
本
展
の
魅
力
や
課

題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
美
術
展
だ
け
で
な

く
多
彩
な
交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
、
学

生
に
よ
る
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、「
私
の
お
気
に
入
り
」と
題

し
た
入
賞
作
品
（
佳
作
以
外
）
の
人
気

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
県
内
２
つ
の
保
育
園

年
長
児
ら
が
「
の
り
も
の
に
乗
っ
て
出

か
け
よ
う
！
ぼ
く
の
町
わ
た
し
の
町
」

を
テ
ー
マ
に
共
同
制
作
し
ま
し
た
。

　
23
日
か
ら
27
日
ま
で
の
本
展
に
は
１

０
，
２
３
５
人
が
来
場
し
、
会
期
終
了

後
、
主
な
入
賞
作
品
は
、
県
高
岡
文
化

ホ
ー
ル
、
北
日
本
新
聞
社
新
川
支
社

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
北
日
本
新
聞
社
砺
波
支

社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
朝
日
町
立
ふ
る
さ
と

美
術
館
を
会
場
と
し
た
巡
回
展
で
平
成

25
年
１
月
中
旬
ま
で
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
美
の
祭
典
　
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

子どものための絵画ワークショップ
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